
 

陽東地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 会議名 陽東地区まちづくり協議会 陽東地域支え愛会 

 
設置年月日 平成３０年１２月１９日 開催頻度 

６回／年（全体会） 

３～６回／年（単位自治会） 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ◎ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 〇 地区社会福祉協議会  

○ 老人クラブ連合会 ○ 福 祉 協 力 員   健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター  

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター  その他（        ） 

 設置方式 

 
 新規設置  既存会議活用（         ） ○ 地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成１２年頃～ 見守り活動会議の取組開始 

 
平成２７年８月 生活支援ボランティア「お助け隊」を結成（陽東地区社協） 

 
平成２９年１０月 

地域ケア会議（メンバー：自治会連合会，まち協，地区社協，民児協，老人クラブ，社会福祉法人等）

→ 第２層協議体，地域における支え合い活動について共通理解を図った。 

 
平成３０年１２月 

地域ケア会議 

→ 地域ケア会議を第２層協議体として位置付けることについて合意形成 

 
    〃 第２層協議体設置 

 
令和 ２年 ４月 

まちづくり協議会に「陽東地域支え愛会」を設置し，当会議が第２層協議体の役割を

担うこととした（「地域ケア会議活用型」から「新規設置型」へ移行した。） 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 各団体からの活動報告 

・ 地域包括支援センターや民生委員からの情報提供 

・ 地域ビジョン策定にあたりアンケート調査を実施 

 

支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

【見守り活動】 

・ 見守りチェックリスト（地区独自）の作成 

・ ＳＯＳ連絡票の周知及び活用に向けた検討 

【居場所づくり】 

・ 「ふれあい食事会」，「おもいやり食堂」の充実に向けた検討

【生活支援ボランティア】 

・ 無償ボランティア「お手伝い隊」の充実に向けた検討 

 
その他 

・ 陽東支え愛会だよりの発行 

・ 健康づくりマップの作成 



Ⅱ 取組事例 

 【無償ボランティア「お手伝い隊」の充実に向けた検討】�

�

 地区社協が中心となり実施してきた無償ボランティア「お手伝い隊」について「陽東支え愛会だより」

により活動報告を行うとともに，課題への対応策や利用促進に向けた検討を行っている。 

 

【「お手伝い隊」の概要】 

主 体： 陽東地区社会福祉協議会 

対 象： 一人暮らし高齢者，老々世帯，障がいのある方 

内 容：  資源物の回収,買い物,電球交換,草刈り枝切り,傾聴等 

費 用：  原則，無料 

       ※ 資材や運搬費などの実費は有料 

担い手： 回覧により随時募集 

 

 

 

 効果 

 支援活動を通じて，支援が必要な高齢者の状況の把握を行うとともに，周知活動を通じて，担い手の

増加に繋がった。 

�

 【陽東地区「健康づくりマップ」の作成】�

�  地域住民の主体的な健康づくりを目的とし，介護予防に役立つ地域資源を「見える化」した「健康づ

くりマップ」を作成した。 

【経緯】 

令和元年 ８月 介護予防に役立つ情報，ウォーキングコース・通いの場等の掲載内容について検討 

    １０月 掲載内容の確認及びレイアウト等の整理 

    １２月 陽東地区広報誌に掲載 

【掲載内容】 

 サロンやサークル・クラブ活動，通いの場など 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 介護予防に役立つ地域資源について，広く情報提供を行うことにより，地域住民が主体的な健康づく

りを継続していくための啓発を行うことができた。 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

・ 各地域団体の活動を報告することにより，地域の福祉活動の状況を共有し，課題を把握することができた。

・ 「健康マップ」や「思いやり食堂」など，地域のニーズに応じた取組の創出につながった。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 見守り活動，生活支援ボランティア等の既存の取組の継続的な実施 

・ 引き続き，各団体の活動報告及び問題点を共有することにより，課題を抽出し，新たな支援を検討 

  （災害時の要援護者の具体的な支援方法，若い世代の担い手の発掘，世代を超えた交流等） 

【陽東支え愛会だより】 

【健康づくりマップ】 




